
丁一章衛研報告 第9号 667（）1985年   
（資料）  

抗酸菌の性状と薬剤感受性  

三瓶 憲一   矢崎広久   

identification and Drug SensitivltY Test of  
Mycobac（eriain Chiba Prefecture1984  

KenichiSANBE，Hirohisa YAZAKl  

！ はじめに  

肺結核症の原因菌である結核菌の検索は，これまで住  

民検診をはじめとする集団検診や医療機関等で行われ，  

結核予防対等の上で重要な役割を果たしてきた＝千葉県  

においても，保健所や医療機関を中心に検診が行われて  

おり，新規登録患者の早期発見に役立っている】－。   

一方，非定型抗酸菌（結核菌以外の抗醸菌）によって  

も結核横柄変の形成される事実が報告されて以来，2～1）わ  

が国においては国立療養所非定型抗恨菌症共同研究班  

（国療共研）により，その実態が解明されっっある。ト7J  

研究班によれば，非定型抗醒菌の分離頻度および感染症  

の発症頻度は，東京，名古屋，大阪を含んだ太平洋南岸  

他に多いとされており，千葉県も同様多発地帯に含まれ  

ると推定されるが，未だその実態は明らかにされていない。   

著者らは1984年直に同定依頼のあった抗醒菌28株につ  

いて，その諸性状．薬剤感受性などの調査を行ったので  

参考に供したい。  

Il材料および方法  

1．供試菌株  

1984年直に県内のK医療機関で分離された抗醸菌28株  

（24名から）を供試株としたこ内訳を参考までに記すか．  

集団検診（住民検診を含む）由来18株，他の医療機関か  

らK医樺機関を介した受診者由来8株，そして直接K医  

療機関を受彪した者由来2株である。   

2．方法   

1）同定   

供試薗株はチールネルセン法による抗醸南染色，ナイ  

アシンテストペーパー りと研），アニリン・エタノール  

法によるナイアシンテスト，生理良塩水中に菌を浮遊さ  

せ．混濁の有無と凝集性によるコート形成等によって確  

千葉県衛生研究所  

認した、、また，その結果非定型抗醸蘭と同定された筒株  

については 最近市販された抗酸菌鑑別セ・ソト（極東）  

により丙種を同定した 

2）薬剤感受性試写奏   

市販の結核菌感受性試験測定用培地（栄研）を使用し．一I  

SM（ストレプトマイシン），PAS（パス），INII（ヒド  

ラノド）∴KM（カナマイシン），＼’M（′ヾイオマイシン）．  

TH（エチオナミド）、CS（サイタロセリ ン），RFP  

（リファンピシン），CPM（カナレオマイシン）、EB  

（エタンナトール）の計10樟妻割こついて検討Lた。   

なお，耐性および低耐性基準は結核病学会治療専門委  

員会報吉日〕に準拠した＝ また感受性試験用培地の精度管  

理としてH37RlT株（国立予防衛生研究所より分与）を  

対照とした、、  

＝ 結果  

1．分離株の同定成績   

供試株の同定成績を蓑lに示した128株中の16株（57．  

1％）が結核菌で，残り12株か非定型抗恨菌（42．9％）  

であった＝なお表中に受診方法ヰ参考まで に示した。 一ヽ  

表1．受診方法別抗酸繭分離状況  

繭名  結核菌 非定型抗酸菌  

男  女  男 女  受診方法  

集
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＊  5
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1
⊥
 
 

4
 
 

2
 
 

＊   

菌 株 数  28 10  6  8  4  

＊1 2名からの5株を示す  
＊2 1名からの2株を示す   

1）結核菌  

16株はすへて1も型，ナイアシンテスト陽性，コート形  

成陽性の典型的件状を示し，いずれも結核菌M．tut）erC－   
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ulosISであったJ  

2）非定型抗醸菌   

12株はナイ7シンテスト陰性 コード形成陰性で非定   

型抗酸薗と同定された（」蓑2にその分幾結果を示した＝   

12株はRuny〔〕r－の分矧こよるこ用羊，5両種に分けられ・   

lu群非発色菌群が最も多く9株（うち〃．∬emOPi5軋   

〃・αγfむmCOmp′e∬4株）ついで1群光発色菌群2株   

（うち〟．玩Ⅷ肌頼，〟一肌Ⅳ有Ⅲm各l株），1＼7群迅速発育   

両群1株（〃■CんeJoれe王5祝ム5pα占5CeS5祝5）の順であっ  

た。参考までにRun）TOrlの分枝表を示す＝  

2．分離株の薬剤感受惟  

1）結核両  

分離株の薬剤烙受性成績を表3に示した。＼0．11株がS   

＼1に完全耐性であったが，他の薬剤についてはすへて悠  

l－受性であった⊃  

2）非定型抗醒菌  

12株の薬剤感受性成績を表1に，また各薬剤に対する  

耐性率および低耐性率を表5に示した。〃．たα耶α5fi，  

〃．mαγf乃〟mを除く3菌樟は供試薬剤のほほ全種類に感  

受性か認められなかった。  

各薬剤に対する耐性率ては，一次抗結核薬のPASか  

表2．分離株の同定成績  
（1984ij三度）   
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表3．結核菌の薬剤感受性試験成績  

（1984年度）  
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表4．非定型抗酸菌の薬剤感受性試験成績  

（1984年度）  
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表5．非定型抗酸菌12株の耐性率及び低耐性率  

薬 剤  耐性株数  耐性率（％）  低耐性株数  耐性率（％）  
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■■＼   

名，住民検診による3名，および他の医療機関からの紹  

介でK医療機関を受診した者4名である。一方女性では  

6名のうち4名が住民検診で発見されていた 

f3）既応症  

16名中の7名（男件・4名，女性3名），43．8％が過去  

に肺結核に罷患していた＝  

（4）自覚症状   

咳嘲および喀痍の有無を調へた結果，11名中3名（㌘・  

3％）に咳嘲を，また5名（45．5％）に喀痍を認めたこ   

2）非定型杭醸菌陽性者の概要   

表7に非定型抗醸菌陽性者8名の概要を示した。   

棚 男性5／8名（62．5％）は2ト68才∴女性う／8（37  

5％）では44～76才，全体では50才以上が5名（62・5％）  

83．3％と最高で，以F二次抗結核薬のRFP66．7％，VM  

58．3％，CPM58．3％の順であった。低耐性ではSMl  

I＼H，PASとも100‰ また他の供試薬剤に対しても50  

％以上であった。   

3．抗較菌陽性者の概要  

1）結核菌陽性者の概要   

参考までに結核菌陽性者の概要を表6に示した。   

伽 性，年令別   

男性が10／16（62．5％）でほぼ全年令層にわたってい  

るのに対し，女性6／16〔37．5％）は80才代1名の他は  

20～49才の年令層であった＝  

（21受診方法   

男性10名の内訳は，職場，学校での集団検診による3  

68  



抗醸筒の性状と薬剤感受性  

表6．結核菌陽性者の概要  

症 状  家族内患  
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・印：不明  

表7．非定型抗酸南陽性者の概要  

X 線   受 診   症 状  

所 見   方 法  咳 疾  
No． 住 所  性 年令 職 業  既応症   豊 警  至 琵  ニ ニ：  分離菌種  

気管支  気管支  
拡張症  拡張症  

1 千葉市 男  68  医療機関  ＋ － ノM∴柑棚卸  

＋＋l憲  い・・・・  
く汀JJ川ごし・り〃けJ■亡、．l  

・ご ミ＝ ・‥．∴・さ  
（JJ、JJ川J（’しりり♪∴・、．l  
．1t佃♪J  

肺結核 結核OrAM症  2  女   

3  男  

4  男  

5  舅  

6  船橋市 男  

76  

33 会社員  集団検診  ＋ ＋  

！、‡三・  
63  盃篭嘉 露悪嘉 管理検診 ・旋㌫㌫㌫  

21ペット商  無  結  核  住民検診 ＋  〃・〝∽γZ◆”“∽  

57 教職員  肺結核  A M症  集団検診  ＋ ＋  ．＼JトIt¶）♪J  

M】Cカβ／弼gz．∫〟∂∫♪．  

α∂∫（・g∫鼠J∫  

掴∴甜那画  
′－  

7  〝  女  

8  四街道市 女  

51 会社員  

44  紺亥0IAM症 住民検診  － － 〃．肌加mwゆ厄  

・印：不明  
AM症：AtypicalMycot泊Cteria（非定型抗穀菌）症  

認められ，結核菌陽性者の全体が5／16名（31．3％）で  

あるのに較へ高年令層に多くみられた。  

（2）受診方法   

男一女とも特定の受診方法への片寄りはみられなかった。  

（3）既応症   

不明の2名を除き，6名中3名（50．0％）が肺結核の  

既応を持ち，結核菌陽性者の肺結核既応率43．8％とほぼ  

同率であった。また結核菌陽性者にはみられない気管支  

拡張症が2名みられた。  

（4）自覚症状   

6名中5名（83．3％）に咳蠍を，また3名（50．（）％）  

が暗痍を排出しており，結核菌閲性者と比較し咳噸を訴  

える率が高かった。ノ  

】∨ 考察  

わが国の結核死亡者数は，昭和57年で5，343名，死亡  

率は人口10万対4．5である㌔結核死亡率の減少に伴い死   
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亡順位も低下し，昭和10年から25年までの1位から，昭  

和57年では15位となっている。これらほ抗結核剤の開発，  

結核予防対策の推進，衛生教育，生活水準の向上なとに  

よるところが大きい。   

幸いにも千葉県の結核死亡率は，前述した全国平均を  

下まわる人口10万対3．0（昭和58年）である圧）。しかし  

ながら昭和58年の県内の新登録患者は1，675名を数え，  

同年末現在，保健所に登録されている患者数は9，357名  

にのぽっている。死因順位は下がったものの，長期の療  

養を要するなど重要な感染症であることに変りはない。   

今回結核菌と同定された16株は，すべて典型的な性状  

を示した。結核菌の集落はこれまで，乾燥したR型（ro－  

ugh型）を示すのが多かった＝束村”）は．現在みられる  

結核菌はroughの程度が減少し，R－S（smooth）中  

間型に近く，発育も悪く，中には全くS型で増殖緩慢な  

ものもある。さらにこの様な菌の中には往々にして，ナ  

イアシンテスト陰件株もあるとしている。今回の菌株中  

にこのような株はなかったものの，今後の検査にあたっ  

ては十分留意すべき点であると思われる。   

供試した抗恨菌28株の中，12株は非定型抗轄菌であっ  

た。本蘭が結核菌より弱毒であることば，人から人への  

感染を起こさないことからも知られている－2）が，肺に空  

洞を作ること，抗結核割に対して耐性であることなどか  

ら特に治療面で困難な問題が多いと思われる。今回の成  

績でも非定型抗酸菌は商権を問わず多剤耐性株がばとん  

どを占めていた。また耐性基準以下に耐性の場合，すな  

わち低耐性も臨床上問題とされており，感受性が少しで  

も低下した菌に対しては，血液中や細胞内ではさらにそ  

のl独山こ高濃度の薬剤を必要とすることが報告されてい  

る1㌔供試株について低耐性を検討した成績を表5に示  

したが，結核菌と比較し，非定型抗酸菌では非常に高い  

低耐性率であり，ひと直感染した場合，治榛には結核症  

以上の困難が予想される。   

非定型抗酉安菌12株のうち，〟・∬e乃Opfが5株（41・6％）  

と最も多かった。乗村11Jは，日本における非定型抗酉安菌  

症からの分離菌種は〟・αγ言祝mCOmpJe∬が90％を占め，  

〃．たα那α5よf6～8％，〟．んγ才祝言～祝ml％，その他1％  

としており〃．∬eれOpiは見られないとしている。従って  

今回分離同定された〃■∬eれOpf5株は非定型抗醍菌症の  

原因菌と考れるべきかどうか今後の調香に待ちたい。   

今回検討したのほ24名と少なく結論を得るには至らな  

いが，結核菌陽性者と比較し非定型抗醒菌陽性者は年令  

層が高く，自覚症状のうち咳蠍を訴える者が多く認めら  

れた。今後さらに例数を増やし，県内の抗醸菌症の実態  

を把握する必要がある。  

∨ まとめ  

同定を依頼された抗酸菌を供試株とし，同定，薬剤感  

受性試験などを検討した結果，以下の成績を得た。  

1．供試した28菌株のうち，16株（16名から）が結核  

嵐12株（8名から）が非定型抗酸蘭であった。   

2．結核菌16株はすべてR型で，SM耐性1株の他は  

感受性株であった。   

3．非定型抗酸菌12株はRunyonの分頓により3群，  

5菌種に分かれ，〟・∬e那pf，〟・αγ言祝mCαmpJe∬が多く  

を占めた。また供試薬割に対して多剤耐性を示した。  

稿を終るにあたり．ご指導，ご校閲をいただいた結核  

予防会千葉県支部，メソカルサービスステーション，志  

村昭光先生に深謝いたします。  J■＼  
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